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拝き、皆様にはご４勝にてごき躍のこととお慶び申し上げます。

さて本年2016年9j1 17日（土）、18日（日）の２日間熊本市におきまして

「第17回日本ネ期認加症学会学術大会」という学会のお世きを、僣越ながら

肖院がおり|き受けすることとなっております。この学会は、ズ字・り認加症の祖４

で、Ｅ療・看４・介護にあたっておられる方々が圭体の、極めて実ほ白4Jな医学の集会
であります。本大会では、「Ｂ加症の予に、早期・え・タ,期ガホ～そしてＥ療と介護
の調和を目指して」をテーマとし、実践的シンポジウムや特加講演により、様がな角
度・を場からＢ加症を再考していく計画を進めております。

日夜祖場で認加さ患者のＥ療・看護・介Ｓにあたっておられる方々が、―人でも多
く、本学術大会に参加していただき、同４にそれらの方々や新人の熟成の為にも、き
っとお役にたてると期待しております。そこで、認知症診療に深く関わられ、経験を

もっておられる皆様の施Ｒ、並びにを携されている施Ｒの方ガを含め、一般演Ｓの提

ｍをおＳいできませんでしょうか９第一演者（Ｒ表者）は、当会に入会していただく
事になりますけれど・・・。

何卒、肝圓・を案を進めて戴きたくお願い申し上げます。そのF加容は必ずしもお加

きに関する新お］見でなくとも、ミ状、祖場での問ＳＡや悩みのセ摘、あるいはその解
決策への試み、又はその努力など、認知症と何らかの関係がある内容であれば構わな
い、というま本姿勢でご応募いただけたらとまっております。

周囲の方ガにも働きかけられ、至急その準備を進めてくださいますよう心からおＳ
い申し上げます。ご多万1中とは存じますが、多数の演Ｍ募集をお待ちしております。
大会概要、募集WJ叉につきましては加紙資料・大会ＨＰをご参照ください。

謹白

学会ホームページ (Ｍ雄m7j皿ねｍ

演Ｓ募集期間　2016年2 J1 15 日（ｊ）～4j 28日（木）jE午

第17回日本早期お加症学会　学術大会

大会長　　　小林　清市

副大会長　　熊本　俊秀　杉田　保雄

顧　PMj　　　百　　勝英

大会事務局（Ｅ）暁清会　小林Ｓ神経夕tヽ科内

〒868－0011熊本県人さ市宝来ぢ1285－5

電話0966－23－5122　FAX0966－32－9327

E－ｍａＵ:infb017j8ed.ｃｏｍ
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串込日：

「日本4!SI認ﾀ11症学会」入会串請書
匹すか

年 ｊ

氏　も

フリガナ

性　別 １　・　女

⑩
生年J1日 lia（　　）年　J≡1　日

会員種別

(べpを記入) □iE台員Ｉ（Ｅ師）／□IE会祖Ｈ（Ｅ師な外）／□学生会員／□回体会Ｒ
※学生会員は学生証のｺﾋﾟ-等を添付してください．

職種 希望連絡先

(づpを記入)
□勤務先／□自宅

所属先

iE式も称

フリガナ
役　職

(学まは学年を記入)

所属先

住　所

－

Ｔ

TEL:
FAX:

E-mail:

自宅住所

－

Ｔ

TEL:
FAX:

E-mail:

専門分野 ① ② ・　　1･ ⑤

年台ＩＳ９日 Ｓ暦（　　　　）年（　　　）JI（　　　）日　振込

日

（年会Ｒ振込先：郵便局》

　
①ＲＩ，②まめ央住所，③・絡先ＩＭ香９
口座番号：００１５０－１－633014
加入者15 ； 曰本早期認まﾛ症学会

年会費　:nE会員（Ｅ師）10,000 H， iE会員（・師は外の職種）4,000F9，学き台員2,000R，団体会員30,000F9
　
（FAXのみの会員では情報共有などの点で会員の特典が制限されることが生じることをあらかじめご了承ください.）木入会金をお振込みいただいたのち，FAXをお送りください.

【ごま絡・おＭい台わせ】日本早期認加症学会事務ぷ5
干162,0825東京都新・区神楽坂4本1オザワビル2F株it会社ワールドプラッニッグロ9
Tel : 03-5206ワ431　E-mail:JsｅｄＯzfhｖ,flbb.ｎｅt

FEI:χ ：０３‾５２０６－７７５７
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症の予防、

見・早期対応
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yﾐ117日け」･18日(日)

ゆ

療と介護の・和を目指して

r日本早期

認知症学会

学術大会ﾚ

.ｊ･ｌｙＳ;
ぐづ
[jE二堰]ＳＳホール／Ｓヨカーネーションサロン

くまもと県Ｒ交流館パレアノホテル日航熊本

ぽ~を~剛ふ菰14ｻ市|(ほ|)al清|きづ|ヽ林/SI神経|外/Ｆ}|ミ事jを|･院IK

○共同関ぽ研爽．ごご;にこﾌﾞｽﾞ1ﾂ1乙でこ11で昌／ａ床・ｔ・学会
httｐ:/yｗｗｗ.17jsed.ｃｏｍ

,,。　　Ｅ原･・人暁４を小林1111神む４科カデ868-0011 R本１,人き市ま来KT1285･5匹ＴＥI096G235122 ＦＡＸ0966329327 ＥmilifＯ17j d m
のオリジチルアー１`走Ｓ'lこｊり,「光」という文宇をそチーフにliかれた人.メ４ンピジ・ア」･に・ｍしたこの５品は.・寿ＲＩを支えるＳ療の実ｇを・い,健やか|こ・.きる喜ぴを表現しでいまヤ．



テーマ ：認知症の予防、早期発見･早期対応～そしぺ`Ｆ療とか護の・11を目ｍし･(～

・シンポジウムIテーマ「・Sn症予防はどこまでil能か7」

1.MC1400五人ほ代にどう対応するか７（東京Ｅ科歯科犬学特ｲﾐE教授朝EBW）

２,ボケてたまるか－Ｊ５ｍ症早期治痩実体験談（朝曰新聞週刊朝臼編集委員ふ本朋史）

3.生活習憤病と認知症：久山町研究（九ﾘヽ|ヽ|大学大学院Ｘ学研究院精神病態Ｅ学･久山研突室講師小原知之）

４．Ｊ勤と認知症（福岡大学を体活動iT究所所長E日ゆ宏暁）

■シンポジウムｎテーマ「・SoilE療のＭＳ点～多SII間に横たわる問Ｓ点」

１．医師から見た認知症Ｅ療の問を点（佐藤クリニック院長　佐藤宏）

2.看護師から・た認知症医療の問題点（九州看護福祉犬学看護学科老年看護学が野教授ｍ本恵子）

3.薬剤師から見た認加症Ｅ療の問ＨＡ（酒水中央薬局グループ㈱ハートフェルト代表Ｒ締役稲葉一郎）

4.社台ﾈl祉士から見たＳＭｔＥ療のＭ題ぷ（社会福祉法人共成舎社会福祉士永田美樹）

5.認知症初期集串支援チームの現状と課Ｈ（熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学助敦ど川智久）

・シンポジウムＩテーマ「Ｔrｅａtａｂｌｅ ｄｅｍｅｎtia （1台癒の期iきできる・Mlｔ）のili考」

１．神経内科の立場から

１）認知症と間まわれやすい病・（大分大学Ｘ学Ｊﾈ申経内か↓准教授木村成ま）

2）危険因子を共有するＭ卒ゆとｇﾀﾛ症（杏林大学ｍ卒中医学教授平Ｕ照之）

2.脳神経外科の立場から

１）特発性正常ぽ水頭症他（（Ｅ）慈Ｘ会ほ地・神経外科病院ミ事長･臼本工E常こ水頭な学会II事厚たこ道）

２）機ぼ神経夕やれによる回Ｍｔ治療への期待（熊本大学Ｅギ部附Ｘ病院機ぼﾈ中ａ外科先端医康寄附講ぽ特ｲEE教授よ日ﾖ和慶）

・特別講演I（未定）

・特別講演nS知症治擢･介護に必ｙぢ法律の知識（日野総合法律事務所弁護士日野佳9ﾑ）

■特別講演Ｉた管障言がおこす認知症とその対策について
（熊本大学犬学院生命科学研究部脳･神経科学講座神経巾科学が野教授安東由喜雄）

・文化講演I　お知症と協働－Ｓ知症対策羅本法私案とインフォームドコンセントを素材に
（弁護士/京都弁護士台所属、元帯広畜産大学ミ事･副学長　吉EFﾖ侃澄）

■ランチョンセミナー　２題予定

●学会事務局

(Ｋ)暁清台小林脳神経外科内

干868,0011熊本県人吉市宝来町1285-5
電話0966-23-5122 FAX0966-32-9327

E-ｍａ目／info○17jSed.Ｃｏｍ

●運き事務局

第17回日本早期認知症ネ会Ｊ営事務局

(担肖:高橋,今村,倉岡)

〒860-0806熊本市中央区花畑町10-34
熊本花畑ビル5F

TEL.096-２７４-5001　FAX,096-300-3089

E-ｍａｉレｍａｎａｇｅｍｅｎt◎17jSed.Ｃｏｍ

○詳しくはホームページをご覧ください。第17回大会ホームページhttp://ｗＷＷ.17jｓed.ｃｏｍ/
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会場までのアクセス

○回蘇くまもとぎ港から
‥‥･バスで約45分

○Ｓ本ICから
‥‥‥･車で約30分

○・ＳＳ本き４１Ｃから
‥‥‥･車で約25分

○Ｓ本IRから
‥・‥市電で約15分



第17回日本早期認知症学会学術大会
認知症の予防、早期発見・早期対応～そして医療と介護の調和を目指して～

回催概Ｓならびに演Ｓ募集■ａのご案|ﾇEI



第17回日本早期認知症学会学術大会
認ﾀｌ症の予防、早期発見・早期対応～そして医療と介護の調和を目指して～

下ＥのＲ４で第17回日本早期ＳＭ]き学台学術大会をＲ催いたします。

お待ちしております。

マ
　
日
場

一
　
催

テ
開
会

大　会　長

副大会長

顧　　　問

事　務　・

すち同開催学会

皆様のご参加と演題のご応募を

大皿ふ疎.降市
：Ｓ知症の予防、早期発見・早期対応～そして医療と介護の調和を目指して～

：平成28（2016）年9917日（上）～18日（日）

：鶴屋ホール（熊本県熊本市中央区手Ｒ本ｍ８－９）

くまもと県Ｒ交流館パレア（熊本県熊本市中央区手取本回丁８－９）
ホテル日航熊本（熊本県９本市中央区上・ｍＴ２－１）

：小林清市（Ｅ療法人暁清会　小林脳神経外科　ミ事長・院長）

：熊本俊秀（九州看護福祉大学教授、大分大学Ｅ学部も誉教授）

杉日ヨタ雄（え留米大学Ｅ学部病ミ学講座教授）

藤岡工E4（済生台みすみＳＲＲＲ）

：西勝英（桜十字病院総院長、熊本大学も誉教授）

：熊本県人吉市ま来1丁1285－５　医療法人暁清会　小林脳神経外科内

：第21回日本神経精神Ｅ学台

会長　池日ﾖ学（熊本大学大学院生命科学研究部神経精神医学教授）

共同開催研究会：日本生体医工学会ＢＭＥ ｏｎ ＤｅｍｅｎtiaiT究会

臨床脳電位学会

大台ＨＰ　httｐ://17jＳed.Ｃｏｍ/

＜プログラムン
Ｉシンポジウム｜認MI症予防はどこまでi51能か7

1,MC1400万人時代にどう対応するか７　（東京医科歯科大学特任教授朝［B隆］

2.ボヶてたまるか－ＳＭ］症マＲ治療実体９談『朝日新聞き干lj朝日縦集・員d』本回史）
3.き２習慣病とＳＱｆ：ク,ﾛJmT研究　　　『九ﾁﾄ|大学大学ＲＥ学ほ究院精神病態Ｅ学・ク,ほ』研究・講師小・Ｍ之）

４.SI力と禁ぷ口UE　　　　　　　　　　（福岡大学身ｲ本・I力研究所所長 EE中ｔ暁）

Ｉシンポジウム||認知ｔＲ療の問Ｓ点～多職種間に横たわる問題点

1.医師から見た認知症医療の問題点　　　（佐藤クリニック院長佐藤宏）
2.看ａＳから見たＳｔｔＥ療の問題点　　『九州看護福祉大享看ほ学れき年看護ギＯＭ教授ﾛ』本恵子）
3.薬剤師から只たＥﾀﾛきＥ療の問題点　　（5回水串央薬局グループ㈱ハートフェルト代をＲ締役稲葉―郎）
４.社会福祉士から只た認加きＥ療のＭＥ,４［社台・祉法人共成舎社会福祉士永EE］美樹）

5jび口き祉JI集中まｍチームの現状と課Ｓ（熊本大学大学院生命科学研究部神経精神Ｅ学n力教Ejll回ズ）

Ｉシンポジウム|11 Trｅａtａｂｌｅ ｄｅｍｅｎtia （ﾗ台癒のＳ待できる認ｇｔ）の再ｔ

1,神経F大g科のな場から

１）Ｗｉ口きと間まわれやすい病態　　　（大が大学医学部搾経内れ准教授木村成も）
２）危険因子を共有するＳ卒中とお宍r］き（杏林大享脳卒串医学教授平ｎＳ之）
2.脳神経外科の立場から
１）特・性iE常Ｅ水頭・他（（Ｋ）・ａ会ぽ地脳神経外科病院ミ事長・日本工E常Ｅ水頭き学台ミ事Ｓ地iES）
2）機能神経外科による認宍日症治療への期待

『熊本大学医学Ｓ附属病院機能神経外れ宍端ほ療寄附講き特ｲ壬教授口』日ﾖ和慶）

・特Ｓ講演ｌａ管障害がおこす認MI症とその対策について！
（熊本大学大学院生命科学研究部脳・神経科学講座神経内科学分野敦授安東由喜雄）

・1きSり・・|Ｉ ＳＭＩ１治療・ﾌﾞlヽ護に必Ｓな1ま律のＳ識（日ｎ総台お皐事務所ﾁﾔ・士　日Ｆおﾑ）

■特・講演111認知ａでＳ症する中枢神経系Ｓ性リンパ腫：早期認MI症診断のピットフオール

［久留米大学医享Ｓ病ll学講ま教授ぢ日］保雄）

・ヌ:化講演　認MI症と協働～認ｇ症対策基本法私案とインフォームドコンセントを素材に
（弁護士/京都弁獲士台所属、え帯ぬ畜産大学理事・・学長き［Ｂ佩き］

Ｉ県Ｒａ開講座八重子のハミングに寄せて（萩市金さ天満宮き司　ｌｌ孝）

Ｉランチョンセミナー　２題（予定）

く一般演Ｓ募集要ａン

演ＳｔＳ方法　：第ロ回日本早回認宍口きき台ホームページ上でお願いいたします。

Ｒ録募集期回　：平ぼ28（2016）年２ｎ１５日（ｇ）～４月28日（木）IE午

演Ｓｉｊｌ　　　：詳細はホームページをご覧ください。（http://1でjSed.ｃｏｍ/）

分類Ａ

ぶどれか
一つil択

a.臨床系Ｒ表（疾患に重きをおく）　b.臨床系ｇき（看護、介護技術に・きをおく）

c.ま礎系・ま（検・、■像など）　　d.あ・系発き（５ぽ、加Ｒ、をまい、ｌ護、MS）

e.BME on Dementia 研究会

分類B

帽ｈ

１．アルツハイマー病　　　　2.脳m1管性　　　　　　　　3.レビー小体型

4.前頭・側頭型　　　　　5.合併症とが策　　　　　　6.そのきの関jl疾患

7.歯ね関ま障害　　　　　8.摂き・嘸下障害　　　　　9.排な障害

10.骨・関節障害　　　　　１１．Ｅ療体制　　　　　　　12.早期診断

13.看護・か護回題　　　　14.リハビリテーシヨン　　　15.薬物療さ

16.漢方　　　　　　　　□.非薬物療さ（台ま・絵S・）18.栄養　　　19.画ｲ象診断

20.検査、髄液、脳波　　　21.行政　　22.地域連携パス　　23.施設　24.その他

※筆Ｗ爽きは本学台のｍ台員に・ります。

筆頭演きで台員でない方は・Ｍ・録と同時に

入会手続きをお願いいたします。

く参加費ンぷ肖日受付のみ

日本早期認宍口き学台事務尚HP（http://ｗｗｗjSedjp/）で

eiE会・　：ＥＳ・歯科Ｅ・・鍼灸自i……10,000Pﾖ　　　た■な外のＥ療従事者……5,000Pﾖ

●非会員　：医師・歯科医師・鍼灸師……11,000Pﾖ　　　左記な外のＥ療従事者……6,000Pﾖ

学生……………………………1,000F9　　　一般を業…………………11,000Pヨ

ー般……………………………2,000Pﾖ

ijF台員・学生・一般の方には抄録集のＥ布はありません。

購人ご希望の方は肖日，総合受付で１部2,000FIﾖ（税iム）にてご購入ください。

・懇親台参加費:5,000Fﾖ（於／ホテル日航Ｓ本）

くＳ知症ケア専門士単位Ｓ定についてン

本学術大会に参加されますと，認加きケア専r9士の単位（３単ｲ之，え表者はプラス１単な）認定の

串請ができます。

申請を希望される方は，日本認知症ケア学会の規定に従いご自身で串請してください。

＜個人情報の取扱についてン

演Ｓａ録にてM又集いたしました「Ｒも」「ま絡先」「E-mailアドレス」は、Ｘき事務局からの問台せや

発表３知のみに利/≡目いたします。

また、「Ｒも」「所属」「演Ｒも」「抄録本ズ」は、ホームページＲびプログラム・抄録集に掲載する

ことを目的として手|』用いたします。本目的な外に使用することはございません。き録された一リJの情報は

外部に漏れないように、責任を持ってＳ営事務局にて管ミいたします。

くお問合せ先ン

ｔ大会事務・

(Ｅ)暁清会　小林Ｓ神経外科内

〒８６８-0011熊本県人吉市・来回11 285-5　TEL 0966-23-5122　FAX 0966-32-9327

E-mail : info(l)17jｓｅｄ.ｃｏｍ

・第17回日本７■ＳＭ］ｉ１７台運２事務・（ｍ当：・橋、や村、倉岡）

干860-0806熊本４熊本市串央区をmm10-34兼本をｍビル5F･㈲プライムシーズンF大ﾖ

E-mail : ｍａｎａｇｅｍｅｎt（回）1 71jSed.Ｃｏｍ　ＦＡＸ. 096-３００-3089
担当／ｉ展・ミき部rl : 高橋（携帯090-9683-7447）施工部r9 : 今村（TEL096-274-5001ツカサ創研）

★お知らせ：大会開催期間中は、藤崎宮例大祭が開催されます。

特に911118日（日）は、神幸itがliなわれますのでご宿1白のli配はお手めにお願いいたします。


